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１．高校生・大学生アンケートの概要
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高校生・大学生アンケートの概要

目的

実施期間

対象

回答数

第9次小山市総合計画の策定にあたって、これからの小山市を担う若い世代である高校生・大学
生の、進路（就職進学）、結婚子育て、市への愛着と定住傾向及び市の将来像に対する意向

を調査・分析し、計画策定及び今後の市政運営の基礎資料とする

令和6年6月3日（月）～令和6年7月4日（木）

• 市内高校生（2年生）922人
• 白鷗大学 711人
計1,633人

1,152件

回答率 70.5%

実施方法 Microsoft Forms



２．設問
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属性

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

1 あなたの性別を選んでください。

1. 男性

2. 女性

3. その他

4. 回答しない

単一選択 円グラフ ―

2 あなたの住まいを選んでください。

1. 小山市内

2. 近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨

城県結城市）

3. 栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野

木町以外）

4. 栃木県外（茨城県（結城市を除く）、群

馬県、埼玉県）

5. 栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以

外）

単一選択 円グラフ ―

3 あなたの身分を選んでください。
1. 高校生

2. 大学生
単一選択 円グラフ ―

4
「高校生」と回答した方に伺います。

あなたの文理選択を選んでください。

1. 文系

2. 理系

3. その他

単一選択 円グラフ ―

5
「大学生」と回答した方に伺います。

あなたの学部を選んでください。

1. 経営学部

2. 法学部

3. 教育学部

4. その他

単一選択 円グラフ ―
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進路（就職進学）

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

6
あなたの進路（予定）を選んでくださ

い。

1. 進学

2. 留学

3. 就職

4. 未定

5. その他（ ）

単一選択 円グラフ ―

7

「進学」と回答した方に伺います。

あなたが進学を考える際に重要だと思

うことは何ですか。あてはまる選択肢を

３つまで選んでください。

1. 関心のある分野について学べること

2. 資格を取得できること

3. 就職に有利であること

4. 部活動が盛んなこと

5. 海外留学できること

6. 学費が安いこと

7. 実家から通えること

8. 東京都やその他の大都市にあること

9. 知名度が高いこと

10. その他（ ）

複数選択 棒グラフ ―

8

あなたは、どのような働き方を希望しま

すか。あてはまる選択肢を１つ選んでく

ださい。

1. 経営者・起業家

2. 自営業・フリーランス

3. 会社員

4. 公務員・団体職員

5. その他（ ）

単一選択 円グラフ
• 文理選択（Q4）
• 学部（Q5）
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進路（就職進学）

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

9

職業を選ぶ際、あなたの考えに近いもの

はどれですか。あてはまる選択肢を３つ

まで選んでください。

1. 安定している

2. 将来性がある

3. 収入が多い

4. 自分のやりたい仕事ができる

5. 知名度が高い

6. ワーク・ライフ・バランスを推進している

7. 転勤が無い

8. 海外で活躍できる

9. 通勤がしやすい

10.社会貢献活動に取り組んでいる

11.学歴・男女差別が無い

12.若手が活躍できる

13.雰囲気が良い

14.研修制度が充実している

15. テレワークが可能である

16. その他（ ）

複数選択 棒グラフ ―
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進路（就職進学）

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

10

あなたは、将来、どんな

職業に就きたいと考え

ていますか。あてはまる

選択肢を３つまで選ん

でください。

1. 農林業関係（農家など）

2. 製造関係（自動車・部品・食品製造など）

3. 土木・建築関係（建築・建設・造園など）

4. 運送・旅客輸送関係（鉄道・運送業・タクシー・バス運転手など）

5. 航空・船舶関係（パイロット・船舶操縦士など）

6. 小売関係（スーパー・洋服販売など）

7. 飲食・娯楽関係（レストラン・カフェ・カラオケ店など）

8. 医療・介護・福祉関係（医師・看護師・保健師・介護福祉士など）

9. 法律関係（弁護士・裁判官・税理士・司法書士など）

10.金融・保険・不動産関係（銀行・保険・証券・不動産取引業など）

11.理美容関係（理美容師・エステティシャンなど）

12. デザイナー（ファッション・インテリアなど）

13. IT関係（システムエンジニア・プログラマーなど）

14.保育士・幼稚園教諭

15.教育関係（教師・教員・塾講師など）

16.学者・研究者（大学教授など）

17. スポーツ選手

18. メディア・通信関係（記者・プロデューサー・番組制作広告関係など）

19.漫画・小説関係（漫画家・作家など）

20.動画投稿者（Youtuberなど）

21.芸能関係（歌手・俳優・声優など）

22.公務員（県庁職員・市役所職員・警察官・消防士など）

23.決まっていない

24. その他（ ）

複数選択 棒グラフ ―
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進路（就職進学）

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

11

あなたは、将来、就職したい企業等が

小山市にありますか。あてはまる選択肢

を１つ選んでください。

1. ある

2. ない

3. まだ決めていない

4. わからない

単一選択 円グラフ

• 性別（Q1）
• 現住所（Q2）
• 文理選択（Q4）
• 学部（Q5）
• 進路（Q6）
• 将来つきたい職業

（Q10）
• 市内企業の認識状況

（Q12）

12

あなたは、小山市にある企業をどのくら

い知っていますか。あてはまる選択肢を

１つ選んでください。

1. よく知っている（概ね11社以上）

2. 知っている（概ね4～10社程度）

3. あまり知らない（概ね1～3社程度）

4. 全く知らない

単一選択 円グラフ

• 現住所（Q2）
• 文理選択（Q4）
• 学部（Q5）
• 進路（Q6）
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結婚子育て

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

13
結婚のイメージについて伺います。あては

まる選択肢をすべて選んでください。

1. 好きな人と一緒にいられて幸せそう

2. 将来が安定しそう

3. 家族や親戚が喜びそう

4. お金がかかりそう

5. 自分の時間が減りそう

6. 仕事との両立が大変そう

7. その他（ ）

複数選択 棒グラフ ―

14
あなたは、将来、結婚したいですか。あ

てはまる選択肢を１つ選んでください。

1. 結婚したい

2. 結婚してもよい

3. 結婚したいとは思わない

4. 分からない

5. その他（ ）

単一選択 円グラフ
• 性別（Q1）
• 現住所（Q2）

15

「結婚したいとは思わない」と回答した

方に伺います。

あてはまる選択肢をすべて選んでくださ

い。

1. お金がかかりそうだから

2. 仕事との両立が難しそうだから

3. 自分の生活や趣味を大切にしたいから

4. 結婚しやすい社会環境ではないから

5. 理想の相手にめぐり合えないから

6. 家族（世帯）を持つことの責任が重いから

7. その他（ ）

複数選択 棒グラフ ―

16

あなたは将来、子どもを持ちたいと思い

ますか。あてはまる選択肢を１つ選んで

ください。

1. 子どもを持ちたい

2. 子どもを持ちたいとは思わない

3. わからない

単一選択 円グラフ
• 性別（Q1）
• 現住所（Q2）

17

「子どもを持ちたい」と回答した方に伺い

ます。

子どもは何人持ちたいですか。あてはま

る選択肢を１つ選んでください。

1. １人

2. ２人

3. ３人

4. ４人以上

単一選択 円グラフ ―
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結婚子育て

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

18

「子どもを持ちたい」と回答した方に伺い

ます。

その理由について、あてはまる選択肢を

２つまで選んでください。

1. 子どもがいると幸せそうだから

2. 子どもがいると楽しいことが増えそうだから

3. 子どもがいると生活が充実しそうだから

4. 子どもがいると自分も成長できそうだから

5. 好きな人の子どもを持ちたいから

6. 結婚して子どもを持つのが自然なことだから

7. その他（ ）

複数選択 棒グラフ

• 性別（Q1）
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）

19

「子どもを持ちたいとは思わない」、「わ

からない」と回答した方に伺います。

その理由について、あてはまる選択肢を

２つまで選んでください。

1. 子育てや教育にお金がかかりそうだから

2. 子育てと仕事の両立が難しそうだから

3. 自分や夫婦の生活や趣味を大切にしたいから

4. 子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

5. 子どもを好きではないから

6. 子育てをする自信がないから

7. その他（ ）

複数選択 棒グラフ

• 性別（Q1）
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）
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市への愛着と定住傾向

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

20

あなたの、現在の小

山市のイメージとして

あてはまる選択肢を

３つまで選んでくださ

い。

1. 川や森などの自然が豊か

2. 車や公共交通機関での移動が便利

3. 学校や塾、図書館などの教育環境が整っている

4. 買い物が便利で賑わいにあふれている

5. 品質のよい農畜産物がある

6. 子育てしやすそうな環境がある

7. 災害対策が取られており快適で暮らしやすい

8. 地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている

9. 医療や福祉が充実し健康に暮らせる

10.多様な企業があり働く場所が充実している

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い

13. その他（ ）

複数選択 棒グラフ
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）

21

あなたは、小山市に

愛着を感じますか。あ

てはまる選択肢を１

つ選んでください。

1. 愛着を感じている

2. やや愛着を感じている

3. あまり愛着を感じていない

4. 愛着を感じていない

5. どちらともいえない

単一選択 円グラフ • 現住所（Q2）
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市への愛着と定住傾向

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

22

「愛着を感じている」、

「やや愛着を感じてい

る」と回答した方に伺

います。

その理由としてあては

まる選択肢を３つま

で選んでください。

1. 川や森などの自然が豊かだから

2. 車や公共交通機関での移動が便利だから

3. 学校や塾、図書館などの教育環境が整っているから

4. 買い物が便利で賑わいにあふれているから

5. 品質のよい農畜産物があるから

6. 子育てしやすそうな環境だから

7. 災害対策が取られており快適で暮らしやすいから

8. 地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしているから

9. 医療や福祉が充実し健康に暮らせるから

10.多様な企業があり働く場所が充実しているから

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせるから

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強いから

13. その他（ ）

複数選択 棒グラフ
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）

23

「あまり愛着を感じて

いない」、「愛着を感

じていない」と回答し

た方に伺います。

その理由としてあては

まる選択肢を３つま

で選んでください。

1. 川や森などの自然が乏しいから

2. 車や公共交通機関での移動が不便だから

3. 学校や塾、図書館などの教育環境が整っていないから

4. 買い物が不便で賑わいがないから

5. 農畜産物の品質がよくないから

6. 子育てがしづらそうな環境だから

7. 災害対策が不十分で暮らしが不安だから

8. 地域のお祭りなど歴史や伝統・文化が衰退しているから

9. 医療や福祉が不足しており健康にくらせないから

10.企業が少なく働く場所が乏しいから

11.事故や犯罪が多く安心安全に暮らせないから

12.家族や友人、地域の人々のつながりが弱いから

13. その他（ ）

複数選択 棒グラフ
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）
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市への愛着と定住傾向

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

24

小山市にお住まいの

方に伺います。（小

山市にお住まいでな

い方は「7.小山市に

住んでいない」を選択

してください）

あなたは、今後も小

山市に住みたいと思

いますか。あてはまる

選択肢を１つ選んで

ください。

1. 小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）

2. 小山市に当分住んでいたい（小山市にしばらく住んでみたい）

3. どちらともいえない

4. できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）

5. 市外に移りたい（小山市に住みたくない）

6. 市外に移るかもしれないがいずれ戻ってきたい（将来的に小山

市に住んでみたい）

7. 小山市に住んでいない

単一選択 円グラフ

• 性別（Q1）
• 市内企業の認識状

況（Q12）
• 小山市への愛着

（Q21）

25

「小山市にずっと住ん

でいたい（小山市に

長く住んでみたい）」、

「小山市に当分住ん

でいたい（小山市に

しばらく住んでみた

い）」と回答した方に

伺います。

その理由について、あ

てはまる選択肢を２

つまで選んでください。

1. 家族と一緒（近く）に住みたいから

2. 友人がいるから

3. （通える範囲に）働きたい職場、進学したい学校があるから

4. 家業を継ぎたいから

5. まちのために何かしたいから

6. 住み慣れたまちだから

7. 愛着があるから

8. 住みやすく便利なまちだから

9. 引っ越しが面倒だから

その他（ ）

複数選択 棒グラフ • 身分（Q3）
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市への愛着と定住傾向

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

26

「できれば市外に移りたい（小山

市にあまり住みたくない）」、「市

外に移りたい（小山市に住みたく

ない）」を選択した方に伺います。

その理由について、あてはまる選

択肢を２つまで選んでください。

1. 親元を離れて自立したいから

2. （近くに）進学したい学校がないから

3. 都会で働きたいから

4. （近くに）働きたい職場がないから

5. 都会に住んでみたいから・憧れるから

6. 住みにくく不便なまちだから

7. 小山市に愛着がないから

8. 元々小山市外が出身地で出身地に帰りたいから

9. その他（ ）

複数選択 棒グラフ • 身分（Q3）

27

「市外に移るかもしれないがいずれ

戻ってきたい（将来的に小山市

に住んでみたい）」と回答した方

に伺います。

いずれ戻ってきたい理由について、

あてはまる選択肢を１つ選んでく

ださい。

1. 進学して卒業後、小山市内で働きたいから（働き

たい企業があるから）

2. 老後、小山市で住みたいから

3. 家業や両親の介護等の関係で、いずれ小山市に

戻る必要があるから

4. その他（ ）

単一選択 円グラフ ―
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市の将来像

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

28

あなたは、将来の小

山市がどんな市になっ

て欲しいですか。

あてはまる選択肢を

３つまで選んでくださ

い。

1. 川や森などの自然が豊かな市

2. 車や公共交通機関での移動が便利な市

3. 学校や塾、図書館などの教育環境が整っている市

4. 買い物が便利で賑わいにあふれている市

5. 品質のよい農畜産物がある市

6. 子育てしやすそうな環境がある市

7. 災害対策が取られており快適で暮らしやすい市

8. 地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている市

9. 医療や福祉が充実し健康に暮らせる市

10.多様な企業があり働く場所が充実している市

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い市

13. その他（ ）

複数選択 棒グラフ
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）

29

小山市が若い世代に

とって魅力的なまちに

なるために、重要だと

思うことは何ですか。

あてはまる選択肢を

３つまで選んでくださ

い。

1. 起業家支援や、魅力ある雇用がある

2. 特色ある農畜産業が充実している

3. 多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある

4. 緑あふれる落ち着いた生活環境が整備されている

5. スポーツなどによる健康づくりに取り組んでいる

6. ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活が調和している）

7. 若者がまちづくりに参画している

8. 手ごろな価格で住宅が購入できる

9. 活気あふれる中心市街地がある

10.買い物や交通など便利で快適に暮らせる環境がある

11.医療・福祉が充実している

12.充実した教育・子育て環境がある

13.地域の人々のつながりが強く安心して暮らせる

その他（ ）

複数選択 棒グラフ
• 現住所（Q2）
• 身分（Q3）
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市の将来像

設問

NO
設問内容 選択肢 回答形式

単純集計

アウトプット
クロス集計

30

最後に、小山市につ

いて思うことや意見が

あれば、自由に記入

してください。

― 自由記載 ― ―



３．集計・分析
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①属性
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属性

Q1.あなたの性別を選んでください。

 回答者1,152人のうち、「男性」が47.7%（549人）、「女性」が49.9%（575人）となっています

 「その他」、「回答しない」との回答も、あわせて2.4%（28人）ありました

47.7%

49.9%

0.4% 2.0%

1.男性

2.女性

3.その他

4.回答しない

(n=1,152)
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属性

Q2.あなたの住まいを選んでください。

 回答者1,152人のうち、「小山市内」に居住している回答者が最も多く、41.6%（479人）となっています

 次いで、「栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）」が26.3%（303人）、「近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨城県結城

市）」が19.3%（222人）が多くなっています

 「栃木県外（茨城県（結城市を除く）、群馬県、埼玉県）」、「栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以外）」は、あわせて12.8%（148人）と

なっています

41.6%

19.3%

26.3%

8.9%

3.9%

1.小山市内

2.近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨

城県結城市）

3.栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野

木町以外）

4.栃木県外（茨城県（結城市を除く）、群

馬県、埼玉県）

5.栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以

外）

(n=1,152)
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属性

Q2.あなたの住まいを選んでください。

 高校生は「小山市内」に居住している割合が最も高く、54.2%（304

人）となっています

 小山市を含む栃木県内に居住している割合は97.3%（546人）となっ

ており、栃木県外居住者はごくわずかです

高校生 大学生

54.2%

31.0%

12.1%
1.4% 1.2%

1.小山市内

2.近隣市町（栃木市、下野

市、野木町、茨城県結城市）

3.栃木県内（小山市、栃木

市、下野市、野木町以外）

4.栃木県外（茨城県（結城市

を除く）、群馬県、埼玉県）

5.栃木県外（茨城県、群馬

県、埼玉県以外）

(n=561)

29.6%

8.1%

39.8%

16.1%

6.4%

1.小山市内

2.近隣市町（栃木市、下野

市、野木町、茨城県結城市）

3.栃木県内（小山市、栃木

市、下野市、野木町以外）

4.栃木県外（茨城県（結城市

を除く）、群馬県、埼玉県）

5.栃木県外（茨城県、群馬

県、埼玉県以外）

(n=591)

 大学生は「近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨城県結城

市）」に居住している割合が最も高く、39.8%（235人）となっていま

す

 「小山市内」に居住する割合は29.6%（175人）となっていますが、栃

木県外に居住する回答者も多く、22.5%（133人）が栃木県外に居

住しています
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属性

Q3.あなたの身分を選んでください。

 回答者1,152人のうち、「大学生」が51.3%（591人）、「高校生」が48.7%（561人）となっています

48.7%
51.3%

1.高校生

2.大学生

(n=1,152)
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属性

Q4. 「高校生」と回答した方に伺います。あなたの文理選択を選んでください。

 回答者（高校生）561人のうち、「文系」が48.3%（271人）、「理系」が39.6%（222人）、「その他」が12.1%（68人）となっています

48.3%

39.6%

12.1%

1.文系

2.理系

3.その他

(n=561)
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属性

Q5. 「大学生」と回答した方に伺います。あなたの学部を選んでください。

 回答者（大学生）591人のうち、「教育学部」が47.7%（282人）、「法学部」が46.0%（272人）、「経営学部」が6.1%（36人）となっています

6.1%

46.0%

47.7%

0.2%

1.経営学部

2.法学部

3.教育学部

4.その他

(n=591)



３．集計・分析
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②進路（就職進学）
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進路（就職進学）

Q6.あなたの進路（予定）を選んでください。

 高校生は、「進学」が最も多く83.8%（470人）となっています

 「就職」が8.2%（46人）、「未定」が7.5%（42人）と続いています

83.8%

0.4%

8.2%

7.5%
0.2%

1.進学

2.留学

3.就職

4.未定

5.その他

(n=561)

4.9%

0.5%

90.4%

3.6%
0.7%

1.進学

2.留学

3.就職

4.未定

5.その他

(n=591)

高校生 大学生

 大学生は、「就職」が最も多く90.4%（534人）となっています

 「進学」が4.9%（29人）、「未定」が3.6%（21人）と続いています
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進路（就職進学）

Q7. 「進学」と回答した方に伺います。あなたが進学を考える際に重要だと思うことは何です
か。あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「関心のある分野について学べること」が392人（回答総数の30.8%）、「資格を取得できること」が282人（回答総数の22.1%）、「就職に有利である

こと」が273人（回答総数の21.4%）となり、卒業後の進路を意識したと考えられる回答が多い結果となっています

 「実家から通学できること」が123人（回答総数の9.7%）となり、「東京都やその他の大都市にあること」の28人（2.2%）を大きく上回りました

392 

282 

273 

20 

14 

111 

123 

28 

31 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

1.関心のある分野について学べること

2.資格を取得できること

3.就職に有利であること

4.部活動が盛んなこと

5.海外留学ができること

6.学費が安いこと

7.実家から通学できること

8.東京都やその他の大都市にあること

9.知名度が高いこと (n=499 )
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進路（就職進学）

Q8.あなたは、どのような働き方を希望しますか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

 高校生は、「会社員」との回答が最も多く、46.5%（261）人となって

います

 続いて「公務員・団体職員」が31.6%（177人）となっており、「経営

者・起業家」、「自営業・フリーランス」及び「その他」は10%弱にとどまり

ました

8.7%

7.1%

46.5%

31.6%

6.1%

1.経営者・起業家

2.自営業・フリーランス

3.会社員

4.公務員・団体職員

5.その他

(n=561)

3.0%2.7%

27.4%

64.0%

2.9%

1.経営者・起業家

2.自営業・フリーランス

3.会社員

4.公務員・団体職員

5.その他

(n=591)

高校生 大学生

 大学生は、「公務員・団体職員」との回答が最も多く、64.0%（378）

人となっています

 続いて「会社員」が27.4%（162人）となっており、 「経営者・起業

家」、「自営業・フリーランス」及び「その他」はいずれも5％未満と、高校

生を下回りました
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進路（就職進学）

Q8.あなたは、どのような働き方を希望しますか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

回答数 1.文系 2.理系 3.その他

1.経営者・起業家 67 10.0% 6.3% 11.8%

2.自営業・フリーランス 56 8.9% 2.7% 14.7%

3.会社員 423 41.7% 53.2% 44.1%

4.公務員・団体職員 555 36.2% 30.6% 16.2%

5.その他 51 3.3% 7.2% 13.2%

文系・理系の別（Q4）

 文系・理系ともに「会社員」との回答が最も多く、約4～5割となっています。続いて「公務員・団体職員」が約3割となっています

 文系は、理系に比して「経営者・起業家」、「自営業・フリーランス」との回答も多くなっています
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進路（就職進学）

Q8.あなたは、どのような働き方を希望しますか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

 経営学部は、「会社員」との回答が最も多く、69.2%となっています。続いて「経営者・起業家」が19.2%となっています

 法学部、教育学部は、「公務員・団体職員」との回答が最も多く、約6～7割となっています。続いて「会社員」が約2～3割となっています

 経営学部は、法学部、教育学部に比して「経営者・起業家」が大きく上回り、その回答割合は約10倍となっています。「自営業・フリーランス」との回答

割合も約3倍となっています

学部別（Q5）

回答数 1.経営学部 2.法学部 3.教育学部 4.その他

1.経営者・起業家 67 16.7% 2.2% 2.1% 0.0%

2.自営業・フリーランス 56 5.6% 2.6% 2.5% 0.0%

3.会社員 423 72.2% 28.7% 20.2% 100.0%

4.公務員・団体職員 555 5.6% 64.3% 71.3% 0.0%

5.その他 51 0.0% 2.2% 3.9% 0.0%
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進路（就職進学）

Q9.職業を選ぶ際、あなたの考えに近いものはどれですか。あてはまる選択肢を３つまで選
んでください。

 「安定している」が779人（回答総数の25.1%）、「収入が多い」が468人（回答総数の15.1%）、「将来性がある」が271人（回答総数の8.7%）と

なり、経済的な安定・働きがいを重視する回答が多くありました

 一方で、「自分のやりたい仕事ができる」が607人（回答総数の19.5%）、「雰囲気が良い」が326人（回答総数の10.5%）、「ワーク・ライフ・バランスを

推進している」が226人（回答総数の）7.3%となり、自己実現や働きやすさを重視する回答も多くありました

779 

271 

468 

607 

23 

226 

41 

21 

128 

64 

76 

29 

326 

20 

14 

12 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

1.安定している

2.将来性がある

3.収入が多い

4.自分のやりたい仕事ができる

5.知名度が高い

6.ワーク・ライフ・バランスを推進している

7.転勤が無い

8.海外で活躍できる

9.通勤がしやすい

10.社会貢献活動に取り組んでいる

11.学歴・男女差別が無い

12.若手が活躍できる

13.雰囲気が良い

14.研修制度が充実している

15.テレワークが可能である

16.その他 (n=1,152 )
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進路（就職進学）

Q10.あなたは、将来、どんな職業に就きたいと考えていますか。あてはまる選択肢を３つま
で選んでください。

 「公務員（県庁職員・市役所職員・警察官・消防士など）」が339人（回答総数の17.4%）、「教育関係（教師・教員・塾講師など）」が247人

（回答総数の12.7%）、「医療・介護・福祉関係（医師・看護師・保健師・介護福祉士など）」が172人（回答総数の8.8%）と多くなっています

32 
99 

59 
16 
13 

72 
79 

172 
89 

112 
50 
54 

67 
75 

247 
15 

31 
41 

25 
22 
23 

339 
172 

47 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

1.農林業関係（農家など）

2.製造関係（自動車・部品・食品製造など）

3.土木・建築関係（建築・建設・造園など）

4.運送・旅客輸送関係（鉄道・運送業・タクシー・バス運転手など）

5. 航空・船舶関係（パイロット・船舶操縦士など）

6.小売関係（スーパー・洋服販売など）

7. 飲食・娯楽関係（レストラン・カフェ・カラオケ店など）

8.医療・介護・福祉関係（医師・看護師・保健師・介護福祉士など）

9.法律関係（弁護士・裁判官・税理士・司法書士など）

10.金融・保険・不動産関係（銀行・保険・証券・不動産取引業など）

11.理美容関係（理美容師・エステティシャンなど）

12.デザイナー（ファッション・インテリアなど）

13.ＩＴ関係（システムエンジニア・プログラマーなど）

14.保育士・幼稚園教諭

15.教育関係（教師・教員・塾講師など）

16.学者・研究者（大学教授など）

17.スポーツ選手

18.メディア・通信関係（記者・プロデューサー・番組制作広告関係など）

19.漫画・小説関係（漫画家・作家など）

20.動画投稿者（Youtuberなど）

21.芸能関係（歌手・俳優・声優など）

22.公務員（県庁職員・市役所職員・警察官・消防士など）

23.決まっていない

24.その他

(n=1,152 )
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

8.7%

22.3%

33.7%

35.3% 1.ある

2.ない

3.まだ決めていない

4.わからない

(n=561)

10.2%

33.8%

30.1%

25.9%

1.ある

2.ない

3.まだ決めていない

4.わからない

(n=591)

高校生 大学生

 大学生は、将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割

合、「ない」と回答した割合ともに高く、就職したい企業等が小山市に

「ある」との回答が10.2%、就職したい企業等が小山市に「ない」との回

答が33.8%となっています

 高校生は、「まだ決めていない」、「わからない」と回答した割合が高く、

あわせて69.0%となっています

 高校生は、「まだ決めていない」、「わからない」と回答した割合が高く、

あわせて69.0%となっています
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

 将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割合は、男性が10.0%、女性が9.0%となっており、ともに約1割となっています

 将来、就職したい企業等が小山市に「ない」と回答した割合は、女性に比して男性の方が高く、男性が30.1%、女性が26.3%となっています

 「まだ決めていない」、「わからない」と回答した割合は、男性に比して女性の方が高く、女性が64.7%、男性が60.0%となっています

(n=1,152)

回答数 1.男性 2.女性 3.その他 4.回答しない

1.ある 109 10.0% 9.0% 40.0% 0.0%

2.ない 325 30.1% 26.3% 20.0% 34.8%

3.まだ決めていない 367 28.1% 35.7% 0.0% 34.8%

4.わからない 351 31.9% 29.0% 40.0% 30.4%

性別（Q1）
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

 将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割合は、小山市内に居住する回答者が最も高く、小山市内に居住する回答者の11.1%となっ

ています

 小山市内に居住する回答者のうち34.2%が「まだ決めていない」、29.9%が「わからない」と回答しています

 将来、就職したい企業等が小山市に「ない」と回答した割合は、栃木県外（茨城県（結城市を除く）、群馬県、埼玉県）に居住する回答者が最

も高く、栃木県外（茨城県（結城市を除く）、群馬県、埼玉県）に居住する回答者の37.9%となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下野市、

野木町、茨城県結城

市）

3.栃木県内

（小山市、栃木市、

下野市、野木町以外）

4.栃木県外（茨城県

（結城市を除く）、群

馬県、埼玉県）

5.栃木県外

（茨城県、群馬県、

埼玉県以外）

1.ある 109 11.1% 6.3% 9.6% 7.8% 11.1%

2.ない 325 24.8% 24.8% 32.0% 37.9% 33.3%

3.まだ決めていない 367 34.2% 32.0% 30.0% 32.0% 17.8%

4.わからない 351 29.9% 36.9% 28.4% 22.3% 37.8%

居住地別（Q2）

(n=1,152)
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

回答数 1.文系 2.理系 3.その他

1.ある 109 8.1% 9.0% 10.3%

2.ない 325 24.4% 19.4% 23.5%

3.まだ決めていない 367 34.7% 32.4% 33.8%

4.わからない 351 32.8% 39.2% 32.4%

文系・理系の別（Q4）

 理系は、将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割合が、文系をわずかに上回り9.0%となっています。「ない」と回答した割合は文系より

低く19.4%となっています

 理系は、 「まだ決めていない」、「わからない」と回答した割合も文系より高く、あわせて71.6%となっています

(n=561)
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

 法学部は、将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割合が最も高く、11.8%となっています

 教育学部は、将来、就職したい企業等が小山市に「ない」と回答した割合が最も高く、39.4%となっています

 経営学部は、「わからない」と回答した割合が最も高く、33.3%となっています

学部別（Q5）

(n=591)

回答数 1.経営学部 2.法学部 3.教育学部 4.その他

1.ある 109 2.8% 11.8% 9.6% 0.0%

2.ない 325 36.1% 27.6% 39.4% 100.0%

3.まだ決めていない 367 27.8% 36.4% 24.5% 0.0%

4.わからない 351 33.3% 24.3% 26.6% 0.0%
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

 就職予定者は、将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割合、「ない」と回答した割合ともに高く、就職したい企業等が小山市に「ある」

との回答が11.0%、就職したい企業等が小山市に「ない」との回答が33.1%となっています

 留学予定者は、将来、就職したい企業等が小山市に「ない」と回答した割合が高く、60.0%となっています

 進学予定者および未定と回答した者ともに「まだ決めていない」、「わからない」との回答が多く、あわせて約7割となっています

回答数 1.進学 2.留学 3.就職 4.未定 5.その他

1.ある 109 8.4% 0.0% 11.0% 1.6% 40.0%

2.ない 325 24.0% 60.0% 33.1% 14.3% 20.0%

3.まだ決めていない 367 33.5% 20.0% 30.2% 34.9% 40.0%

4.わからない 351 34.1% 20.0% 25.7% 49.2% 0.0%

進路別（Q6）

(n=1,152)
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

 運送・旅客輸送関係（鉄道・運送業・タクシー・バス運転手など）に就きたいと考えている回答者は、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した

割合が18.8%と最も高かった一方で、就職したい企業等が小山市に「ない」と回答した割合56.3%も最も高い結果となっています

回答数

1.農林業関

係（農家

など）

2.製造関係

（自動車・

部品・食品

製造など）

3.土木・建

築関係

（建築・建

設・造園な

ど）

4.運送・旅

客輸送関

係（鉄道・

運送業・タ

クシー・バス

運転手な

ど）

5. 航空・船

舶関係

（パイロッ

ト・船舶操

縦士など）

6.小売関

係（スー

パー・洋服

販売など）

7. 飲食・娯

楽関係（レ

ストラン・カ

フェ・カラオ

ケ店など）

8.医療・介

護・福祉関

係（医師・

看護師・保

健師・介護

福祉士な

ど）

9.法律関

係（弁護

士・裁判

官・税理

士・司法書

士など）

10.金融・保

険・不動産

関係（銀

行・保険・

証券・不動

産取引業

など）

11.理美容

関係（理

美容師・エ

ステティシャ

ンなど）

12.デザイ

ナー（ファッ

ション・イン

テリアな

ど）

1.ある 109 3.1% 9.1% 6.8% 18.8% 0.0% 8.3% 7.6% 9.9% 5.6% 14.3% 6.0% 3.7%

2.ない 325 18.8% 29.3% 28.8% 56.3% 38.5% 34.7% 20.3% 14.5% 25.8% 27.7% 32.0% 27.8%

3.まだ決めていない 367 37.5% 23.2% 22.0% 18.8% 30.8% 33.3% 40.5% 40.7% 37.1% 36.6% 36.0% 38.9%

4.わからない 351 40.6% 38.4% 42.4% 6.3% 30.8% 23.6% 31.6% 34.9% 31.5% 21.4% 26.0% 29.6%

回答数

13.ＩＴ関

係（システ

ムエンジニ

ア・プログラ

マーなど）

14.保育士・

幼稚園教

諭

15.教育関

係（教師・

教員・塾講

師など）

16.学者・研

究者（大

学教授な

ど）

17.スポーツ

選手

18.メディア・

通信関係

（記者・プ

ロデュー

サー・番組

制作広告

関係など）

19.漫画・小

説関係

（漫画家・

作家など）

20.動画投

稿者

（Youtub

erなど）

21.芸能関

係（歌手・

俳優・声優

など）

22.公務員

（県庁職

員・市役所

職員・警察

官・消防士

など）

23.決まって

いない

24.その他

1.ある 109 7.5% 12.0% 11.7% 13.3% 9.7% 7.3% 8.0% 13.6% 4.3% 11.2% 1.7% 6.4%

2.ない 325 32.8% 17.3% 33.6% 33.3% 38.7% 46.3% 28.0% 31.8% 39.1% 26.3% 17.4% 46.8%

3.まだ決めていない 367 28.4% 37.3% 23.9% 13.3% 19.4% 9.8% 28.0% 22.7% 30.4% 33.9% 38.4% 21.3%

4.わからない 351 31.3% 33.3% 30.8% 40.0% 32.3% 36.6% 36.0% 31.8% 26.1% 28.6% 42.4% 25.5%

就きたい職業別（Q10）
(n=1,152)
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進路（就職進学）

Q11.あなたは、将来、就職したい企業等が小山市にありますか。あてはまる選択肢を１つ
選んでください。

 小山市内にある企業を認識している回答者ほど、将来、就職したい企業等が小山市に「ある」と回答した割合が高く、小山市内にある企業をよく知っ

ている（概ね11社以上）回答者は20.8%、小山市内にある企業を知っている（概ね4～10社程度）回答者は18.8%、小山市内にある企業をあまり

知らない（概ね1～3社程度）回答者は11.7%、小山市内にある企業を全く知らない回答者は3.7%となっています

回答数
1.よく知っている

（概ね11社以上）

2.知っている

（概ね4～10社程度）

3.あまり知らない

（概ね1～3社程度）
4.全く知らない

1.ある 109 20.8% 18.8% 11.7% 3.7%

2.ない 325 29.2% 33.9% 25.4% 30.2%

3.まだ決めていない 367 37.5% 25.9% 36.8% 26.9%

4.わからない 351 12.5% 21.4% 26.0% 39.2%

市内企業認識状況別（Q12）

(n=1,152)
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進路（就職進学）

Q12.あなたは、小山市にある企業をどのくらい知っていますか。あてはまる選択肢を１つ選
んでください。

2.9%

12.5%

49.9%

34.8%

1.よく知っている（概ね

11社以上）
2.知っている（概ね４

～10社程度）
3.あまり知らない（概

ね１～３社程度）

4.全く知らない

(n=561)

1.4%7.1%

47.7%

43.8%

1.よく知っている（概ね

11社以上）
2.知っている（概ね４

～10社程度）
3.あまり知らない（概

ね１～３社程度）

4.全く知らない

(n=591)

高校生 大学生

 小山市にある企業を「よく知っている（概ね11社以上）」、「知っている（概ね4～10社程度）」と回答した割合は、高校生の方が高く、高校生が

15.4%、大学生が8.5%となっています

 一方で、高校生・大学生ともに「あまり知らない（概ね1～3社程度）」との回答が最も多く、全体の約半数を占めています
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進路（就職進学）

Q12.あなたは、小山市にある企業をどのくらい知っていますか。あてはまる選択肢を１つ選
んでください。

 小山市内にある企業を「よく知っている（概ね11社以上）」、「知っている（概ね4～10社程度）」と回答した割合は、小山市内に居住する回答者が

最も高く、あわせて19.2%となっています。近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨城県結城市）に居住する回答者は9.1%、栃木県内（小山市、

栃木市、下野市、野木町以外）に居住する回答者は5.7%となっており、近隣地域に居住する回答者ほど、小山市にある企業を認知している結果と

なっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木町、

茨城県結城

市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野市、

野木町以外）

4.栃木県外

（茨城県（結

城市を除く）、

群馬県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.よく知っている（概ね11社以上） 24 3.5% 1.4% 0.7% 1.9% 0.0%

2.知っている（概ね4～10社程度） 112 15.7% 7.7% 5.0% 2.9% 4.4%

3.あまり知らない（概ね1～3社程度） 562 50.7% 50.5% 45.2% 49.5% 42.2%

4.全く知らない 454 30.1% 40.5% 49.2% 45.6% 53.3%

居住地別（Q2）

(n=1,152)
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進路（就職進学）

Q12.あなたは、小山市にある企業をどのくらい知っていますか。あてはまる選択肢を１つ選
んでください。

回答数 1.文系 2.理系 3.その他

1.よく知っている

（概ね11社以上）
24 3.0% 2.3% 4.4%

2.知っている

（概ね4～10社程度）
112 10.7% 13.5% 16.2%

3.あまり知らない

（概ね1～3社程度）
562 54.2% 49.1% 35.3%

4.全く知らない 454 32.1% 35.1% 44.1%

文系・理系の別（Q4）

 小山市にある企業を「よく知っている（概ね11社以上）」、「知っている（概ね4～10社程度）」と回答した割合は、理系の方がわずかに高く、理系が

15.8%、大学生が13.7%となっています

 一方で、文系・理系ともに「あまり知らない（概ね1～3社程度）」との回答が最も多く、全体の約半数を占めています

(n=561)
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進路（就職進学）

Q12.あなたは、小山市にある企業をどのくらい知っていますか。あてはまる選択肢を１つ選
んでください。

 小山市にある企業を「よく知っている（概ね11社以上）」、「知っている（概ね4～10社程度）」と回答した割合は、経営学部が最も高く、11.1%と

なっています。また、経営学部は「全く知らない」と回答した割合が最も少なく、30.6%となっています

 教育学部は、小山市にある企業を「全く知らない」との回答が最も多く、47.9%となっています

学部別（Q5）

(n=591)

回答数 1.経営学部 2.法学部 3.教育学部 4.その他

1.よく知っている（概ね11社以上） 24 0.0% 0.4% 2.5% 0.0%

2.知っている（概ね４～10社程度） 112 11.1% 9.2% 4.6% 0.0%

3.あまり知らない（概ね１～３社程度） 562 58.3% 49.3% 45.0% 0.0%

4.全く知らない 454 30.6% 41.2% 47.9% 100.0%
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進路（就職進学）

Q12.あなたは、小山市にある企業をどのくらい知っていますか。あてはまる選択肢を１つ選
んでください。

 小山市にある企業を「よく知っている（概ね11社以上）」、「知っている（概ね4～10社程度）」と回答した割合は、母数が小さい「留学」を除くと「進

学」予定の回答者が最も高く、14.0%となっています

 就職予定者のうち、「あまり知らない（概ね1～3社程度）」、「全く知らない」と回答した割合は、あわせて9割となっています

回答数 1.進学 2.留学 3.就職 4.未定 5.その他

1.よく知っている（概ね11社以上） 24 2.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0%

2.知っている（概ね4～10社程度） 112 11.2% 20.0% 8.8% 6.3% 0.0%

3.あまり知らない（概ね1～3社程度） 562 50.5% 20.0% 49.3% 30.2% 80.0%

4.全く知らない 454 35.5% 60.0% 40.2% 63.5% 20.0%

進路別（Q6）

(n=1,152)
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③結婚・子育て
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結婚・子育て

Q13.結婚のイメージについて伺います。あてはまる選択肢をすべて選んでください。

 「好きな人と一緒にいられて幸せそう」との回答が最も多く、664人（回答総数の24.0%）となっています

 １～３のポジティブなイメージに関する回答が1,232件（回答総数の44.6%）であるのに対して、４～６のネガティブなイメージに関する回答が1,518件

（回答総数の54.9%）と、上回っています

664 

266 

302 

554 

419 

545 

15 

0 100 200 300 400 500 600 700

1.好きな人と一緒にいられて幸せそう

2.将来が安定しそう

3.家族や親戚が喜びそう

4.お金がかかりそう

5.自分の時間が減りそう

6.仕事と家庭の両立が大変そう

7.その他
(n=1,152)
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結婚・子育て

Q14.あなたは、将来、結婚したいですか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

 高校生、大学生ともに「結婚したい」との回答が最も多く、5割強となっています。「結婚してもよい」もあわせると、全体の約8割が結婚に対して肯定的

であることがわかります

 一方で、「結婚したいとは思わない」との回答も1割程度となっています

54.7%

25.0%

11.1%

9.1% 0.2%

1.結婚したい

2.結婚してもよい

3.結婚したいとは思わな

い

4.分からない

5.その他

(n=561)

55.2%

23.0%

12.0%

9.6% 0.2%

1.結婚したい

2.結婚してもよい

3.結婚したいとは思わな

い

4.分からない

5.その他

(n=591)

高校生 大学生
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結婚・子育て

Q14.あなたは、将来、結婚したいですか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

 男性、女性ともに「結婚したい」と回答した割合が最も高く、約5～6割となっています。「結婚してもよい」を含めると、男性、女性ともに約8割が結婚に

対して前向きに考えています

 一方で、「結婚したいとは思わない」との回答も、男性、女性ともに1割程度ありました

 性別について「回答しない」との回答者は、「結婚したいとは思わない」、「わからない」との回答割合が比較的高く、あわせて約5割となっています

回答数 1.男性 2.女性 3.その他 4.回答しない

1.結婚したい 633 58.7% 52.2% 60.0% 34.8%

2.結婚してもよい 276 21.1% 27.0% 20.0% 17.4%

3.結婚したいとは思わない 133 9.5% 13.0% 0.0% 26.1%

4.分からない 108 10.7% 7.7% 0.0% 21.7%

5.その他 2 0.0% 0.2% 20.0% 0.0%

性別（Q1）

(n=1,152)
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結婚・子育て

Q14.あなたは、将来、結婚したいですか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

 居住地に関わりなく「結婚したい」と回答した割合が最も高く、約5割となっています。「結婚してもよい」を含めると、約8割が結婚に対して前向きに考え

ています

 栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）に居住する回答者は、比較的「結婚したいとは思わない」との回答が多く、16.2%となっていま

す

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木町、

茨城県結城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野市、

野木町以外）

4.栃木県外

（茨城県（結

城市を除く）、

群馬県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.結婚したい 633 56.4% 53.2% 55.4% 49.5% 57.8%

2.結婚してもよい 276 22.5% 28.4% 21.5% 32.0% 15.6%

3.結婚したいとは思わない 133 10.6% 8.1% 16.2% 9.7% 11.1%

4.分からない 108 10.4% 9.9% 6.9% 7.8% 15.6%

5.その他 2 0.0% 0.5% 0.0% 1.0% 0.0%

居住地別（Q2）

(n=1,152)
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結婚・子育て

Q15. 「結婚したいとは思わない」と回答した方に伺います。あてはまる選択肢をすべて選ん
でください。

 「自分の生活や趣味を大切にしたいから」との回答が最も多く、99人（回答総数の27.1%）となっています

 一方で、結婚したいとは思わない理由として、「お金がかかりそうだから」との回答が72人（回答総数の19.7%）となっている他、「仕事との両立が難し

そうだから」、「結婚しやすい社会環境ではないから」との回答をあわせると155件（回答総数の42.5%）となり、社会的な要因によって結婚に後ろ向き

である回答が多くありました

72 

50 

99 

33 

43 

59 

9 
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1.お金がかかりそうだから

2.仕事との両立が難しそうだから

3.自分の生活や趣味を大切にしたいから

4.結婚しやすい社会環境ではないから

5.理想の相手にめぐり合えないから

6.家族（世帯）を持つことの責任が重いから

7.その他
(n=133 )



53

結婚・子育て

Q16.あなたは将来、子どもを持ちたいと思いますか。

 高校生、大学生ともに「子どもを持ちたい」との回答が最も多く、6割強となっています。

 一方で、高校生よりも大学生の方が「子どもを持ちたいとは思わない」との回答が多い傾向にあり、高校生が13.7%、大学生がも16.6%となっています

63.8%
16.6%

19.6% 1.子どもを持ちたい

2.子どもを持ちたいと

は思わない

3.わからない

(n=591)

65.4%
13.7%

20.9% 1.子どもを持ちたい

2.子どもを持ちたいと

は思わない

3.わからない

(n=561)

高校生 大学生



54

結婚・子育て

Q16.あなたは将来、子どもを持ちたいと思いますか。

 子どもを持ちたいと回答した割合は、男性の方が高く、男性が68.5%、女性が61.9%となっています

 子どもを持ちたいとは思わないと回答した割合は、女性の方が高く、女性が17.7%、男性が11.8%となっています

回答数 1.男性 2.女性 3.その他 4.回答しない

1.子どもを持ちたい 744 68.5% 61.9% 80.0% 34.8%

2.子どもを持ちたいとは思わない 175 11.8% 17.7% 0.0% 34.8%

3.わからない 233 19.7% 20.3% 20.0% 30.4%

性別（Q1）

(n=1,152)
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結婚・子育て

Q16.あなたは将来、子どもを持ちたいと思いますか。

 「子どもを持ちたい」と回答した割合は、栃木県外（茨城県（結城市を除く）、群馬県、埼玉県）に居住する回答者が最も高く、68.9%となっていま

す。一方で、栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）居住者のうち「子どもを持ちたい」と回答した割合は61.7%となっています

 「子どもを持ちたいとは思わない」と回答した割合は、栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以外）に居住する回答者が最も高く、20.0%となっていま

す。一方で、近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨城県結城市）に居住する回答者のうち、 「子どもを持ちたいとは思わない」と回答した割合は

10.8%にとどまっており、相対的に低い結果となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木町、

茨城県結城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野市、

野木町以外）

4.栃木県外

（茨城県（結

城市を除く）、

群馬県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.子どもを持ちたい 744 65.3% 65.3% 61.7% 68.9% 62.2%

2.子どもを持ちたいとは思わない 175 15.0% 10.8% 19.1% 11.7% 20.0%

3.わからない 233 19.6% 23.9% 19.1% 19.4% 17.8%

居住地別（Q2）

(n=1,152)
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結婚・子育て

Q17. 「子どもを持ちたい」と回答した方に伺います。子どもは何人持ちたいですか。あてはま
る選択肢を１つ選んでください。

15.3%

66.2%

16.1%

2.5%

1.１人

2.２人

3.３人

4.４人以上

(n=367)

6.4%

72.7%

18.6%

2.4%

1.１人

2.２人

3.３人

4.４人以上

(n=377)

高校生 大学生

 高校生、大学生ともに「子どもがいると幸せそうだから」と回答した割合が最も高く、続いて「子どもがいると楽しいことが増えそうだから」と回答した割合

が高くなっています。ともに約5～6割となっています
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結婚・子育て

Q18. 「子どもを持ちたい」と回答した方に伺います。その理由について、あてはまる選択肢を
２つまで選んでください。

425 

412 

181 

145 

103 

19 

13 
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1.子どもがいると幸せそうだから

2.子どもがいると楽しいことが増えそうだから

3.子どもがいると生活が充実しそうだから

4.子どもがいると自分も成長できそうだから

5.好きな人の子どもを持ちたいから

6.結婚して子どもを持つのが自然なことだから

7.その他
(n=744 )

 子どもを持ちたい理由として、「子どもがいると幸せそうだから」との回答が最も多く、425人（回答総数の32.7%）となっています

 「子どもがいると楽しいことが増えそうだから」が412人（31.7%）、「子どもがいると生活が充実しそうだから」が181人（回答総数の13.9%）との回答が

続きます
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結婚・子育て

Q18. 「子どもを持ちたい」と回答した方に伺います。その理由について、あてはまる選択肢を
２つまで選んでください。

 男性は「子どもがいると幸せそうだから」との回答が最も多く、57.2%となっています。女性は「子どもがいると楽しいことが増えそうだから」との回答が最も

多く、60.1%となっています

回答数 1.男性 2.女性 3.その他 4.回答しない

1.子どもがいると幸せそうだから 425 57.2% 57.6% 75.0% 25.0%

2.子どもがいると楽しいことが増えそうだから 412 50.8% 60.1% 50.0% 62.5%

3.子どもがいると生活が充実しそうだから 181 25.0% 23.6% 0.0% 37.5%

4.子どもがいると自分も成長できそうだから 145 19.4% 19.1% 50.0% 25.0%

5.好きな人の子どもを持ちたいから 103 16.0% 12.1% 0.0% 0.0%

6.結婚して子どもを持つのが自然なことだから 19 2.1% 2.8% 0.0% 12.5%

7.その他 13 1.6% 2.0% 0.0% 0.0%

性別（Q1）

(n=744)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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結婚・子育て

Q18. 「子どもを持ちたい」と回答した方に伺います。その理由について、あてはまる選択肢を
２つまで選んでください。

 栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以外）に居住する回答者を除いて、「子どもがいると幸せそうだから」と回答した割合が最も高く、続いて「子ど

もがいると楽しいことが増えそうだから」と回答した割合が高くなっています。ともに約5～6割となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木町、

茨城県結城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野市、

野木町以外）

4.栃木県外

（茨城県（結

城市を除く）、

群馬県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.子どもがいると幸せそうだから 425 55.3% 58.6% 62.6% 50.7% 50.0%

2.子どもがいると楽しいことが増えそうだから 412 54.6% 56.6% 58.8% 46.5% 57.1%

3.子どもがいると生活が充実しそうだから 181 24.0% 24.1% 24.6% 25.4% 25.0%

4.子どもがいると自分も成長できそうだから 145 22.0% 17.2% 16.6% 22.5% 14.3%

5.好きな人の子どもを持ちたいから 103 12.8% 13.1% 12.8% 18.3% 25.0%

6.結婚して子どもを持つのが自然なことだから 19 2.6% 2.1% 2.7% 2.8% 3.6%

7.その他 13 1.6% 0.0% 1.6% 5.6% 3.6%

居住地別（Q2）

(n=744)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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結婚・子育て

Q19. 「子どもを持ちたいとは思わない」、「わからない」と回答した方に伺います。その理由に
ついて、あてはまる選択肢を２つまで選んでください。

 子どもを持ちたいとは思わない理由として、「子育てや教育にお金がかかりそうだから」との回答が最も多く、201人（回答総数の29.3%）となっています

 「子育てをする自信がないから」が172人（回答総数の25.1%）、「子育てと仕事の両立が難しそうだから」が146人（回答総数の21.3%）と続いてい

ます

201 

146 

64 

32 

56 

172 

14 

0 50 100 150 200 250

1.子育てや教育にお金がかかりそうだから

2.子育てと仕事の両立が難しそうだから

3.自分や夫婦の生活や趣味を大切にしたいから

4.子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

5.子どもを好きではないから

6.子育てをする自信がないから

7.その他
(n=408)
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結婚・子育て

Q19. 「子どもを持ちたいとは思わない」、「わからない」と回答した方に伺います。その理由に
ついて、あてはまる選択肢を２つまで選んでください。

 男性は「子育てや教育にお金がかかりそうだから」との回答が最も多く、55.5%となっています。女性は「子育てをする自信がないから」との回答が最も多

く、49.8%となっています

 「子育てや教育にお金がかかりそうだから」、「子育てと仕事の両立が難しそうだから」及び「子育てをする自信がないから」と回答した割合が高くなってい

ます

回答数 1.男性 2.女性 3.その他 4.回答しない

1.子育てや教育にお金がかかりそうだから 201 55.5% 46.6% 0.0% 20.0%

2.子育てと仕事の両立が難しそうだから 146 32.4% 39.7% 0.0% 20.0%

3.自分や夫婦の生活や趣味を大切にしたいから 64 20.2% 12.3% 0.0% 13.3%

4.子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 32 9.8% 6.4% 0.0% 6.7%

5.子どもを好きではないから 56 10.4% 15.1% 0.0% 33.3%

6.子育てをする自信がないから 172 32.9% 49.8% 100.0% 33.3%

7.その他 14 3.5% 2.7% 0.0% 13.3%

性別（Q1）

(n=408)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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結婚・子育て

Q19. 「子どもを持ちたいとは思わない」、「わからない」と回答した方に伺います。その理由に
ついて、あてはまる選択肢を２つまで選んでください。

 「子育てや教育にお金がかかりそうだから」、「子育てと仕事の両立が難しそうだから」及び「子育てをする自信がないから」と回答した割合が高くなってい

ます

 栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）に居住する回答者は、「子育てや教育にお金がかかりそうだから」と回答した割合が特に高く、

56.9%となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、

下野市、野

木町、茨城

県結城市）

3.栃木県内

（小山市、

栃木市、下

野市、野木

町以外）

4.栃木県外

（茨城県

（結城市を

除く）、群

馬県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、

群馬県、埼

玉県以外）

1.子育てや教育にお金がかかりそうだから 201 47.6% 44.2% 56.9% 46.9% 41.2%

2.子育てと仕事の両立が難しそうだから 146 30.7% 41.6% 38.8% 43.8% 23.5%

3.自分や夫婦の生活や趣味を大切にしたいから 64 17.5% 14.3% 12.9% 18.8% 17.6%

4.子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 32 7.2% 6.5% 7.8% 9.4% 17.6%

5.子どもを好きではないから 56 14.5% 14.3% 12.1% 6.3% 29.4%

6.子育てをする自信がないから 172 42.8% 40.3% 44.8% 37.5% 35.3%

7.その他 14 4.2% 1.3% 3.4% 6.3% 0.0%

居住地別（Q2）

(n=408)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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結婚・子育て

Q19. 「子どもを持ちたいとは思わない」、「わからない」と回答した方に伺います。その理由に
ついて、あてはまる選択肢を２つまで選んでください。

 「子育てや教育にお金がかかりそうだから」、「子育てと仕事の両立が難しそうだから」及び「子育てをする自信がないから」と回答した割合が高くなってい

ます

 大学生は、「子育てや教育にお金がかかりそうだから」と回答した割合が比較的高く、54.2%となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.子育てや教育にお金がかかりそうだから 201 43.8% 54.2%

2.子育てと仕事の両立が難しそうだから 146 39.7% 32.2%

3.自分や夫婦の生活や趣味を大切にしたいから 64 17.5% 14.0%

4.子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 32 6.2% 9.3%

5.子どもを好きではないから 56 11.9% 15.4%

6.子育てをする自信がないから 172 40.7% 43.5%

7.その他 14 2.1% 4.7%

高校生・大学生の別（Q3）

(n=408)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません



３．集計・分析
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④市への愛着と定住傾向



65

市への愛着と定住傾向

Q20.あなたの、現在の小山市のイメージとしてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「車や公共交通機関での移動が便利」が最も多く、548人（回答総数の23.0%）となっています

 「川や森などの自然が豊か」が541人（回答総数の22.7%）、「買い物が便利でにぎわいにあふれている」が295人（回答総数の12.4%）と続いていま

す

 「品質のよい畜産物がある」、「災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい」及び「医療や福祉が充実し健康に暮らせる」との回答は、いずれも50人以

下となっており、現在の小山市のイメージとしては想起されにくいものとなっています
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1.川や森などの自然が豊か

2.車や公共交通機関での移動が便利

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っている

4.買い物が便利で賑わいにあふれている

5.品質のよい農畜産物がある

6. 子育てしやすそうな環境がある

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせる

10.多様な企業があり働く場所が充実している

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い

13.その他 (n=1,152)
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市への愛着と定住傾向

Q20.あなたの、現在の小山市のイメージとしてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 小山市内に居住する回答者は「川や森などの自然が豊か」との回答が最も多かったのに対して、栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以外）を除く

その他の地域に居住する回答者は「車や公共交通機関での移動が便利」との回答が最も多くなっています

 「事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる」との回答は、小山市内に居住する回答者と、その他の地域に居住する回答者で割合が大きく異なってい

ます

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木

町、茨城県結

城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野

市、野木町以

外）

4.栃木県外

（茨城県

（結城市を除

く）、群馬県、

埼玉県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.川や森などの自然が豊か 541 51.4% 36.5% 49.5% 37.9% 55.6%

2.車や公共交通機関での移動が便利 548 41.1% 50.5% 52.1% 56.3% 51.1%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っている 213 18.4% 22.1% 15.8% 16.5% 24.4%

4.買い物が便利で賑わいにあふれている 295 23.0% 32.9% 24.1% 27.2% 24.4%

5.品質のよい農畜産物がある 47 6.5% 1.8% 2.6% 3.9% 0.0%

6. 子育てしやすそうな環境がある 103 10.0% 7.2% 9.6% 6.8% 6.7%

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい 47 6.9% 1.4% 2.0% 3.9% 2.2%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている 213 20.7% 19.4% 17.5% 13.6% 8.9%

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせる 45 5.0% 4.1% 2.6% 2.9% 2.2%

10.多様な企業があり働く場所が充実している 58 5.0% 4.1% 6.3% 4.9% 2.2%

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる 106 14.2% 6.8% 5.3% 4.9% 4.4%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い 130 14.6% 12.2% 8.3% 4.9% 6.7%

13.その他 38 2.1% 5.0% 3.6% 5.8% 0.0%

居住地別（Q2）

(n=1,152)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません



67

市への愛着と定住傾向

Q20.あなたの、現在の小山市のイメージとしてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 高校生は「川や森などの自然が豊か」との回答が最も多かったのに対して、大学生は「車や公共交通機関での移動が便利」との回答が最も多くなって

います

 「品質のよい農畜産物がある」、「災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい」及び「事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる」との回答は、高校生

と大学生で回答割合が大きく異なっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.川や森などの自然が豊か 541 45.6% 48.2%

2.車や公共交通機関での移動が便利 548 38.0% 56.7%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っている 213 20.0% 17.1%

4.買い物が便利で賑わいにあふれている 295 27.5% 23.9%

5.品質のよい農畜産物がある 47 5.7% 2.5%

6. 子育てしやすそうな環境がある 103 10.3% 7.6%

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい 47 6.2% 2.0%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている 213 20.7% 16.4%

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせる 45 5.2% 2.7%

10.多様な企業があり働く場所が充実している 58 4.3% 5.8%

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる 106 13.4% 5.2%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い 130 14.8% 8.0%

13.その他 38 0.0% 3.6%

高校生・大学生の別（Q3）

(n=1,152)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q21.あなたは、小山市に愛着を感じますか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

21.0%

46.3%

10.0%

5.9%

16.8%

1.愛着を感じている

2.やや愛着を感じている

3.あまり愛着を感じていない

4.愛着を感じていない

5.どちらともいえない

(n=561)

14.4%

39.8%

17.3%

9.3%

19.3%

1.愛着を感じている

2.やや愛着を感じている

3.あまり愛着を感じていない

4.愛着を感じていない

5.どちらともいえない

(n=591)

高校生 大学生

 「愛着を感じている」と回答した割合は、大学生よりも高校生が高く、21.0%となっています。「やや愛着を感じている」を含めると、高校生の67.3%、大

学生の54.2%が小山市に愛着を感じています

 「あまり愛着を感じていない」、「愛着を感じていない」と回答した割合は、高校生よりも大学生が高く、大学生は26.6%、高校生は15.9%が小山市に愛

着を感じていない結果となっています
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市への愛着と定住傾向

Q21.あなたは、小山市に愛着を感じますか。あてはまる選択肢を１つ選んでください。

 「愛着を感じている」と回答した割合は、小山市内に居住する回答者が最も高く、28.0%となっています。「やや愛着を感じている」を含めると、小山市内

に居住する回答者の約7割が小山市に愛着を感じています

 小山市外に居住する回答者は、近隣であれば近隣であるほど「愛着を感じている」割合が高くなり、近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨城県

結城市）に居住する回答者の13.1%、栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）に居住する回答者の9.6%が、小山市に愛着を感じて

います

 「愛着を感じていない」と回答した割合は、栃木県外（茨城県、群馬県、埼玉県以外）に居住する回答者が最も高く、17.8%となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町（栃

木市、下野市、野

木町、茨城県結

城市）

3.栃木県内（小

山市、栃木市、下

野市、野木町以

外）

4.栃木県外（茨

城県（結城市を

除く）、群馬県、

埼玉県）

5.栃木県外（茨

城県、群馬県、埼

玉県以外）

1.愛着を感じている 203 28.0% 13.1% 9.6% 7.8% 6.7%

2.やや愛着を感じている 495 43.4% 44.6% 42.2% 42.7% 35.6%

3.あまり愛着を感じていない 158 11.9% 11.7% 16.2% 20.4% 11.1%

4.愛着を感じていない 88 5.2% 6.8% 10.2% 8.7% 17.8%

5.どちらともいえない 208 11.5% 23.9% 21.8% 20.4% 28.9%

居住地別（Q2）
(n=1,152)
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市への愛着と定住傾向

Q22. 「愛着を感じている」、「やや愛着を感じている」と回答した方に伺います。
その理由としてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「車や公共交通機関での移動が便利」が最も多く、305人（回答総数の21.7%）となっています

 「川や森などの自然が豊か」が270人（回答総数の19.2%）、「買い物が便利でにぎわいにあふれている」が210人（回答総数の14.9%）と続いていま

す

 全体的に、現在のイメージ（Q20）に対する回答状況と同様となっています

270 

305 

150 

210 

23 

43 

27 

114 

26 

20 

63 

119 

35 
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1.川や森などの自然が豊かだから

2.車や公共交通機関での移動が便利だから

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っているから

4.買い物が便利で賑わいにあふれているから

5. 品質のよい農畜産物があるから

6.子育てしやすそうな環境だから

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすいから

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしているから

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせるから

10.多様な企業があり働く場所が充実しているから

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせるから

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強いから

13.その他 (n=698 )
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市への愛着と定住傾向

Q22. 「愛着を感じている」、「やや愛着を感じている」と回答した方に伺います。
その理由としてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 小山市内に居住する回答者は「川や森などの自然が豊かだから」との回答が最も多いのに対して、小山市外に居住する回答者は「車や公共交通機

関での移動が便利だから」との回答が最も多い結果となっています

 「学校や塾、図書館などの教育環境が整っているから」及び」「買い物が便利で賑わいにあふれているから」との回答は、小山市内に居住する回答者の

割合は小さい一方で、小山市外に居住する回答者の割合は大きい結果となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、

下野市、野

木町、茨城

県結城市）

3.栃木県内

（小山市、

栃木市、下

野市、野木

町以外）

4.栃木県外

（茨城県

（結城市を

除く）、群馬

県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、

群馬県、埼

玉県以外）

1.川や森などの自然が豊かだから 270 45.6% 27.3% 37.6% 26.9% 31.6%

2.車や公共交通機関での移動が便利だから 305 33.9% 56.3% 52.9% 46.2% 52.6%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っているから 150 17.3% 23.4% 24.8% 25.0% 47.4%

4.買い物が便利で賑わいにあふれているから 210 24.9% 43.0% 29.9% 32.7% 31.6%

5. 品質のよい農畜産物があるから 23 4.1% 2.3% 1.9% 5.8% 0.0%

6.子育てしやすそうな環境だから 43 8.8% 2.3% 3.2% 7.7% 5.3%

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすいから 27 5.6% 1.6% 1.9% 5.8% 0.0%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしているから 114 17.0% 21.1% 14.0% 9.6% 10.5%

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせるから 26 5.3% 3.1% 1.9% 1.9% 0.0%

10.多様な企業があり働く場所が充実しているから 20 2.9% 3.1% 2.5% 3.8% 0.0%

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせるから 63 13.5% 6.3% 3.8% 5.8% 0.0%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強いから 119 24.3% 13.3% 7.0% 5.8% 26.3%

13.その他 35 5.8% 1.6% 5.7% 7.7% 0.0%

居住地別（Q2）
(n=698 )

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q22. 「愛着を感じている」、「やや愛着を感じている」と回答した方に伺います。
その理由としてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 高校生は「川や森などの自然が豊かだから」との回答が最も多いのに対して、大学生は「車や公共交通機関での移動が便利だから」との回答が最も多

い結果となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.川や森などの自然が豊かだから 270 38.6% 38.8%

2.車や公共交通機関での移動が便利だから 305 36.5% 52.2%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っているから 150 19.8% 23.4%

4.買い物が便利で賑わいにあふれているから 210 33.1% 26.6%

5. 品質のよい農畜産物があるから 23 3.2% 3.4%

6.子育てしやすそうな環境だから 43 6.3% 5.9%

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすいから 27 4.8% 2.8%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしているから 114 19.0% 13.1%

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせるから 26 4.5% 2.8%

10.多様な企業があり働く場所が充実しているから 20 3.2% 2.5%

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせるから 63 10.8% 6.9%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強いから 119 21.7% 11.6%

13.その他 35 4.5% 5.6%

高校生・大学生の別（Q3）

(n=698 )

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q23. 「あまり愛着を感じていない」、「愛着を感じていない」と回答した方に伺います。その理
由としてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「買い物が不便で賑わいがないから」が最も多く、61人（回答総数の16.2%）、続いて「車や公共交通機関での移動が不便だから」が56人（回答総

数の14.9%）となっています。現在のイメージ（Q20）及び小山市に愛着を感じる理由（Q22）としては肯定的に評価されている一方で、「あまり愛着

を感じていない」、「愛着を感じていない」との回答者は、まだ不足していると考えていることが伺えます

 「事故や犯罪が多く安心安全に暮らせないから」、「家族や友人、地域の人々のつながりが弱いから」という回答も、それぞれ40人程度ありました

 「その他」の回答としては、進学で小山市に転入して日が浅いため、小山市に居住していないため、小山市について詳しく知らないためとの回答が多くあ

りました
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1.川や森などの自然が乏しいから

2.車や公共交通機関での移動が不便だから

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っていないから

4. 買い物が不便で賑わいがないから

5.農畜産物の品質がよくないから

6. 子育てがしづらそうな環境だから

7.災害対策が不十分で暮らしが不安だから

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化が衰退しているから

9.医療や福祉が不足しており健康にくらせないから

10.企業が少なく働く場所が乏しいから

11.事故や犯罪が多く安心安全に暮らせないから

12.家族や友人、地域の人々のつながりが弱いから

13.その他 (n=246)
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市への愛着と定住傾向

Q23. 「あまり愛着を感じていない」、「愛着を感じていない」と回答した方に伺います。その理
由としてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「車や公共交通機関での移動が不便だから」及び「買い物が不便で賑わいがないから」との回答が、居住地に関わりなく約2～4割ありました

 「その他」の回答には、進学で小山市に転入して日が浅いため、小山市に居住していないため、小山市について詳しく知らないためとの回答が多くありま

した

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木

町、茨城県結

城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野

市、野木町以

外）

4.栃木県外

（茨城県

（結城市を除

く）、群馬

県、埼玉県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.川や森などの自然が乏しいから 14 7.3% 9.8% 5.0% 0.0% 0.0%

2.車や公共交通機関での移動が不便だから 56 26.8% 19.5% 20.0% 20.0% 30.8%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っていないから 17 11.0% 7.3% 5.0% 3.3% 0.0%

4. 買い物が不便で賑わいがないから 61 31.7% 17.1% 18.8% 26.7% 38.5%

5.農畜産物の品質がよくないから 5 1.2% 2.4% 1.3% 0.0% 15.4%

6. 子育てがしづらそうな環境だから 12 8.5% 7.3% 1.3% 0.0% 7.7%

7.災害対策が不十分で暮らしが不安だから 14 6.1% 2.4% 6.3% 6.7% 7.7%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化が衰退しているから 12 7.3% 2.4% 2.5% 3.3% 15.4%

9.医療や福祉が不足しており健康にくらせないから 8 7.3% 2.4% 0.0% 3.3% 0.0%

10.企業が少なく働く場所が乏しいから 20 11.0% 9.8% 5.0% 6.7% 7.7%

11.事故や犯罪が多く安心安全に暮らせないから 47 20.7% 26.8% 16.3% 10.0% 23.1%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが弱いから 42 19.5% 17.1% 17.5% 16.7% 0.0%

13.その他 69 23.2% 26.8% 30.0% 43.3% 15.4%

居住地別（Q2）
(n=246)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q23. 「あまり愛着を感じていない」、「愛着を感じていない」と回答した方に伺います。その理
由としてあてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 高校生は「車や公共交通機関での移動が不便だから」との回答が最も多い一方で、大学生は、「その他」を除くと「買い物が不便で賑わいがないから」

との回答が最も多い結果となっています

 大学生の「その他」の回答には、進学で小山市に転入して日が浅いため、小山市に居住していないため、小山市について詳しく知らないためとの回答が

多くありました

 「川や森などの自然が乏しいから」、「地域のお祭りなど歴史や伝統・文化が衰退しているから」との回答は、大学生に比して高校生の回答割合が高い

結果となっています。「医療や福祉が不足しており健康にくらせないから」については、高校生に比して大学生の回答割合が高い結果となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.川や森などの自然が乏しいから 14 10.1% 3.2%

2.車や公共交通機関での移動が不便だから 56 28.1% 19.7%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っていないから 17 10.1% 5.1%

4. 買い物が不便で賑わいがないから 61 21.3% 26.8%

5.農畜産物の品質がよくないから 5 2.2% 1.9%

6. 子育てがしづらそうな環境だから 12 6.7% 3.8%

7.災害対策が不十分で暮らしが不安だから 14 4.5% 6.4%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化が衰退しているから 12 9.0% 2.5%

9.医療や福祉が不足しており健康にくらせないから 8 1.1% 4.5%

10.企業が少なく働く場所が乏しいから 20 7.9% 8.3%

11.事故や犯罪が多く安心安全に暮らせないから 47 19.1% 19.1%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが弱いから 42 14.6% 18.5%

13.その他 69 19.1% 33.1%

高校生・大学生の別（Q3）
(n=246)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q24.小山市にお住まいの方に伺います。（小山市にお住まいでない方は「7.小山市に住ん
でいない」を選択してください）あなたは、今後も小山市に住みたいと思いますか。あてはま

る選択肢を１つ選んでください。

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

12.5%

35.5%

36.8%

8.6%

2.0%3.9% 0.7%
1.小山市にずっと住んでいたい（小山

市に長く住んでみたい）

2.小山市に当分住んでいたい（小山

市にしばらく住んでみたい）

3.どちらともいえない

4.できれば市外に移りたい（小山市に

あまり住みたくない）

5.市外に移りたい（小山市に住みたく

ない）

6.市外に移るかもしれないが、いずれ

戻ってきたい（将来的に小山市に住

んでみたい）
7.小山市に住んでいない

(n=304)

6.9%

20.6%

47.4%

9.1%

10.9%

3.4%
1.7% 1.小山市にずっと住んでいたい（小山

市に長く住んでみたい）

2.小山市に当分住んでいたい（小山

市にしばらく住んでみたい）

3.どちらともいえない

4.できれば市外に移りたい（小山市に

あまり住みたくない）

5.市外に移りたい（小山市に住みたく

ない）

6.市外に移るかもしれないが、いずれ

戻ってきたい（将来的に小山市に住

んでみたい）
7.小山市に住んでいない

(n=175)

 大学生に比して高校生の方が定住意向が強く、「小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）」、「小山市に当分住んでいたい（小

山市にしばらく住んでみたい）」と回答したのは、高校生が48.0%、大学生が27.5%となっています

 「できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）」、「市外に移りたい（小山市に住みたくない）」と回答したのは、高校生が10.6%、大学

生が20.0%となっています

高校生 大学生
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市への愛着と定住傾向

Q24.小山市にお住まいの方に伺います。（小山市にお住まいでない方は「7.小山市に住ん
でいない」を選択してください）あなたは、今後も小山市に住みたいと思いますか。あてはま

る選択肢を１つ選んでください。

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

 男性、女性ともに約4割が「小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）」、「小山市に当分住んでいたい（小山市にしばらく住んでみ

たい）」と回答しています

 「できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）」、「市外に移りたい（小山市に住みたくない）」と回答したのは、男性、女性ともに1割強

となっています

回答数 1.男性 2.女性 3.その他 4.回答しない

1.小山市にずっと住んでいたい

（小山市に長く住んでみたい） 50
12.8% 7.6% 66.7% 0.0%

2.小山市に当分住んでいたい

（小山市にしばらく住んでみたい） 144
28.0% 32.1% 0.0% 44.4%

3.どちらともいえない
195

39.1% 42.9% 33.3% 33.3%

4.できれば市外に移りたい

（小山市にあまり住みたくない） 42
9.5% 8.5% 0.0% 0.0%

5.市外に移りたい

（小山市に住みたくない） 25
5.3% 4.9% 0.0% 11.1%

6.市外に移るかもしれないが、いずれ戻ってきたい

（将来的に小山市に住んでみたい） 18
3.3% 4.0% 0.0% 11.1%

7.小山市に住んでいない
5

2.1% 0.0% 0.0% 0.0%

性別（Q1）

(n=479)
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市への愛着と定住傾向

Q24.小山市にお住まいの方に伺います。（小山市にお住まいでない方は「7.小山市に住ん
でいない」を選択してください）あなたは、今後も小山市に住みたいと思いますか。あてはま

る選択肢を１つ選んでください。

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

 「小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）」、「小山市に当分住んでいたい（小山市にしばらく住んでみたい）」と回答したのは、小

山市内の企業を「よく知っている（概ね11社以上）」と回答した回答者のうち58.8%、小山市内の企業を「知っている（概ね4～10社程度）」と回答

した回答者のうち49.3%となっています

 「できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）」、「市外に移りたい（小山市に住みたくない）」と回答したのは、小山市内の企業を「全く

知らない」と回答した回答者のうち16.6%、小山市内の企業を「あまり知らない（概ね1～3社程度）」と回答した回答者のうち13.2%となっています

 市内企業を認識している回答者ほど小山市への定住意向が強く、市内企業を認識していない回答者ほど小山市外への転出意向が強い結果となっ

ています

回答数
1.よく知っている

（概ね11社以上）

2.知っている（概ね

４～10社程度）

3.あまり知らない

（概ね1～3社程

度）

4.全く知らない

1.小山市にずっと住んでいたい

（小山市に長く住んでみたい） 50
29.4% 17.3% 9.1% 6.9%

2.小山市に当分住んでいたい

（小山市にしばらく住んでみたい） 144
29.4% 32.0% 32.9% 24.3%

3.どちらともいえない 195 11.8% 33.3% 40.3% 48.6%

4.できれば市外に移りたい

（小山市にあまり住みたくない） 42
11.8% 8.0% 9.5% 7.6%

5.市外に移りたい

（小山市に住みたくない） 25
5.9% 2.7% 3.7% 9.0%

6.市外に移るかもしれないが、いずれ戻ってきたい

（将来的に小山市に住んでみたい） 18
11.8% 6.7% 3.3% 2.1%

7.小山市に住んでいない 5 0.0% 0.0% 1.2% 1.4%

市内企業認識状況別（Q12）
(n=479)
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市への愛着と定住傾向

Q24.小山市にお住まいの方に伺います。（小山市にお住まいでない方は「7.小山市に住ん
でいない」を選択してください）あなたは、今後も小山市に住みたいと思いますか。あてはま

る選択肢を１つ選んでください。

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

 「小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）」、「小山市に当分住んでいたい（小山市にしばらく住んでみたい）」と回答したのは、

「愛着を感じている」と回答した回答者のうち65.7%、「やや愛着を感じている」と回答した回答者のうち41.8%となっています

 「できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）」、「市外に移りたい（小山市に住みたくない）」と回答したのは、 「あまり愛着を感じていな

い」と回答した回答者のうち47.4%、「愛着を感じていない」と回答した回答者のうち44.0%となっています

 小山市に愛着を感じている回答者ほど小山市への定住意向が強く、小山市に愛着を感じていない回答者ほど小山市外への転出意向が強い結果と

なっています

回答数
1.愛着を感じて

いる

2.やや愛着を感

じている

3.あまり愛着を

感じていない

4.愛着を感じて

いない

5.どちらともいえ

ない

1.小山市にずっと住んでいたい

（小山市に長く住んでみたい） 50
29.1% 4.8% 0.0% 0.0% 1.8%

2.小山市に当分住んでいたい

（小山市にしばらく住んでみたい） 144
36.6% 37.0% 12.3% 4.0% 18.2%

3.どちらともいえない
195

23.1% 45.7% 40.4% 44.0% 63.6%

4.できれば市外に移りたい

（小山市にあまり住みたくない） 42
3.0% 5.3% 35.1% 12.0% 7.3%

5.市外に移りたい

（小山市に住みたくない） 25
1.5% 2.9% 12.3% 32.0% 3.6%

6.市外に移るかもしれないが、いずれ戻ってきたい

（将来的に小山市に住んでみたい） 18
6.7% 3.4% 0.0% 0.0% 3.6%

7.小山市に住んでいない
5

0.0% 1.0% 0.0% 8.0% 1.8%

愛着の有無別（Q21）
(n=479)
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市への愛着と定住傾向

Q25. 「小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）」、「小山市に当分住
んでいたい（小山市にしばらく住んでみたい）」と回答した方に伺います。その理由につい

て、あてはまる選択肢を２つまで選んでください。

 「家族と一緒（近く）に住みたいから 」との回答が最も多く、99人（回答総数の29.8%）となっています。続いて「友人がいるから」が73人（回答総数

の22.0%）となっており、慣れ親しんだ人間関係を理由にした定住意向が強いことが伺えます

 続いて、「住み慣れたまちだから」が60人（回答総数の18.1%）、「住みやすく便利なまちだから」が38人（回答総数の11.4%）と続き、住環境を理由

にした定住意向も強いことが伺えます

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています
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1.家族と一緒（近く）に住みたいから

2.友人がいるから

3.（通える範囲に）働きたい職場、進学したい学校があるから

4.家業を継ぎたいから

5.まちのために何かしたいから

6.住み慣れたまちだから

7.愛着があるから

8.住みやすく便利なまちだから

9.引っ越しが面倒だから

10.その他 (n=194 )
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市への愛着と定住傾向

Q25. 「小山市にずっと住んでいたい（小山市に長く住んでみたい）」、「小山市に当分住
んでいたい（小山市にしばらく住んでみたい）」と回答した方に伺います。その理由について、

あてはまる選択肢を２つまで選んでください。

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

 高校生、大学生ともには「家族と一緒（近く）に住みたいから 」との回答が最も多く、高校生が56.8%、大学生が33.3%となっています

 高校生は、大学生に比して「友人がいるから」、「住み慣れたまちだから」との回答が特に多く、「友人がいるから」が42.5%、「住み慣れたまちだから」が

33.6%となっています

 大学生は、高校生に比して「住みやすく便利なまちだから」、「（通える範囲に）働きたい職場、進学したい学校があるから」との回答が特に多く、 「住

みやすく便利なまちだから」が31.3%、「（通える範囲に）働きたい職場、進学したい学校があるから」が25.0%となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.家族と一緒（近く）に住みたいから 99 56.8% 33.3%

2.友人がいるから 73 42.5% 22.9%

3.（通える範囲に）働きたい職場、進学したい学校があるから 25 8.9% 25.0%

4.家業を継ぎたいから 1 0.0% 2.1%

5.まちのために何かしたいから 6 2.7% 4.2%

6.住み慣れたまちだから 60 33.6% 22.9%

7.愛着があるから 23 13.0% 8.3%

8.住みやすく便利なまちだから 38 15.8% 31.3%

9.引っ越しが面倒だから 7 2.7% 6.3%

10.その他 2 0.0% 4.2%

高校生・大学生の別（Q3）

(n=194 )

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q26. 「できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）」、「市外に移りたい（小
山市に住みたくない）」を選択した方に伺います。その理由について、あてはまる選択肢を

２つまで選んでください。

 「都会で働きたいから」との回答が最も多く、19人（回答総数の17.9%）、続いて、「元々小山市外が出身地で出身地に帰りたいから」が16人（回答

総数の15.1%）となっています

 小山市に住んでいたいと考える理由（Q25）に比べて回答の偏りがなく、回答者によって市外に移りたい理由はさまざまであることが伺えます

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています
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1.親元を離れて自立したいから

2.（近くに）進学したい学校がないから

3.都会で働きたいから

4.（近くに）働きたい職場がないから

5.都会に住んでみたいから・憧れるから

6.住みにくく不便なまちだから

7.小山市に愛着がないから

8.元々小山市外が出身地で出身地に帰りたいから

9.その他 (n=67 )
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市への愛着と定住傾向

Q26. 「できれば市外に移りたい（小山市にあまり住みたくない）」、「市外に移りたい（小
山市に住みたくない）」を選択した方に伺います。その理由について、あてはまる選択肢を

２つまで選んでください。

 高校生は、大学生に比して「親元を離れて自立したいから」、「（近くに）進学したい学校がないから」、「都会に住んでみたいから・憧れるから」との回

答が特に多く、 「親元を離れて自立したいから」が37.5%、「（近くに）進学したい学校がないから」が37.5%、「都会に住んでみたいから・憧れるから」が

28.1%となっています

 大学生は、高校生に比して「元々小山市外が出身地で出身地に帰りたいから」、「小山市に愛着がないから」との回答が特に多く、 「元々小山市外が

出身地で出身地に帰りたいから」が40.0%、「小山市に愛着がないから」が22.9%となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.親元を離れて自立したいから 15 37.5% 8.6%

2.（近くに）進学したい学校がないから 13 37.5% 2.9%

3.都会で働きたいから 19 31.3% 25.7%

4.（近くに）働きたい職場がないから 11 15.6% 17.1%

5.都会に住んでみたいから・憧れるから 13 28.1% 11.4%

6.住みにくく不便なまちだから 8 9.4% 14.3%

7.小山市に愛着がないから 10 6.3% 22.9%

8.元々小山市外が出身地で出身地に帰りたいから 16 6.3% 40.0%

9.その他 1 3.1% 0.0%

高校生・大学生の別（Q3）

(n=67 )

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市への愛着と定住傾向

Q27. 「市外に移るかもしれないがいずれ戻ってきたい（将来的に小山市に住んでみた
い）」と回答した方に伺います。いずれ戻ってきたい理由について、あてはまる選択肢を１つ

選んでください。

※「Q2.あなたの住まいを選んでください。」で「1.小山市内」と回答した場合に限定し、集計しています

16.7%

33.3%

50.0%

1.進学して卒業後、小山

市で働きたいから（働き

たい企業があるから）
2.老後、小山市で住みた

いから

3.家業や両親の介護等

の関係で、いずれ小山市

に戻る必要があるから

(n=6)

8.3%

75.0%

16.7%

1.進学して卒業後、小山

市で働きたいから（働き

たい企業があるから）
2.老後、小山市で住みた

いから

3.家業や両親の介護等

の関係で、いずれ小山市

に戻る必要があるから

(n=12)

高校生 大学生

 高校生は、「老後、小山市で住みたいから」との回答が最も多く、75.0%となっています

 大学生は、「家業や両親の介護等の関係で、いずれ小山市に戻る必要があるから」との回答が最も多く、50.0%となっています



３．集計・分析
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⑤市の将来像
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市の将来像

Q28.あなたは、将来の小山市がどんな市になって欲しいですか。
あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「車や交通機関での移動が便利な市」との回答が最も多く、399人（回答総数の14.8%）となっています。「買い物が便利で賑わいにあふれている市」

が392人（回答総数の14.5%）、「事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市」が386人（回答総数の14.3%）と続いています

 現在のイメージ（Q20）と概ね一致しますが、「事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市」及び「子育てしやすそうな環境がある市」の回答率が高く

なっており、将来に向けて特に取り組んでほしい分野であることが伺えます
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1.川や森などの自然が豊かな市

2.車や公共交通機関での移動が便利な市

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っている市

4. 買い物が便利で賑わいにあふれている市

5.品質のよい農畜産物がある市

6. 子育てしやすそうな環境がある市

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい市

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている市

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせる市

10.多様な企業があり働く場所が充実している市

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い市

13.その他 (n=1,152 )
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市の将来像

Q28.あなたは、将来の小山市がどんな市になって欲しいですか。
あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 小山市内に居住する回答者は、「買い物が便利で賑わいにあふれている市」、「事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市」との回答が多い一方で、

栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）、栃木県外に居住する回答者は、「車や公共交通機関での移動が便利な市」との回答が最

も多い結果となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木

町、茨城県結

城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野

市、野木町以

外）

4.栃木県外

（茨城県

（結城市を除

く）、群馬

県、埼玉県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.川や森などの自然が豊かな市 233 21.5% 17.1% 18.5% 25.2% 22.2%

2.車や公共交通機関での移動が便利な市 399 31.1% 36.5% 36.3% 40.8% 37.8%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っている市 166 14.6% 13.5% 14.2% 17.5% 11.1%

4. 買い物が便利で賑わいにあふれている市 392 37.8% 32.9% 29.4% 32.0% 35.6%

5.品質のよい農畜産物がある市 59 5.4% 3.2% 5.3% 7.8% 4.4%

6. 子育てしやすそうな環境がある市 313 26.5% 19.8% 31.0% 33.0% 31.1%

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい市 148 12.7% 13.5% 13.5% 12.6% 6.7%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている市 131 11.1% 12.6% 12.2% 7.8% 11.1%

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせる市 228 21.1% 21.2% 15.8% 20.4% 24.4%

10.多様な企業があり働く場所が充実している市 140 14.8% 14.0% 9.9% 4.9% 6.7%

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市 386 34.7% 38.7% 31.7% 28.2% 20.0%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い市 89 7.9% 9.5% 6.9% 2.9% 13.3%

13.その他 18 0.8% 1.4% 2.6% 2.9% 0.0%

居住地別（Q2）
(n=1,152)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市の将来像

Q28.あなたは、将来の小山市がどんな市になって欲しいですか。
あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 高校生、大学生ともに「車や公共交通機関での移動が便利な市」、「買い物が便利で賑わいにあふれている市」及び「事故や犯罪が少なく安心安全

に暮らせる市」との回答が多い結果となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.川や森などの自然が豊かな市 233 21.9% 18.6%

2.車や公共交通機関での移動が便利な市 399 35.1% 34.2%

3.学校や塾、図書館などの教育環境が整っている市 166 16.2% 12.7%

4. 買い物が便利で賑わいにあふれている市 392 33.3% 34.7%

5.品質のよい農畜産物がある市 59 4.3% 5.9%

6. 子育てしやすそうな環境がある市 313 23.2% 31.0%

7.災害対策がすすんでおり快適で暮らしやすい市 148 11.4% 14.2%

8.地域のお祭りなど歴史や伝統・文化を大切にしている市 131 10.5% 12.2%

9.医療や福祉が充実し健康に暮らせる市 228 20.5% 19.1%

10.多様な企業があり働く場所が充実している市 140 13.4% 11.0%

11.事故や犯罪が少なく安心安全に暮らせる市 386 36.0% 31.1%

12.家族や友人、地域の人々のつながりが強い市 89 9.1% 6.4%

13.その他 18 0.7% 2.4%

高校生・大学生の別（Q3）
(n=1,152)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市の将来像

Q29.小山市が若い世代にとって魅力的なまちになるために、重要だと思うことは何ですか。
あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 「多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある」との回答が最も多く、409人（回答総数の14.5%）となっています。「ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活が調和している）」が341人（回答総数の12.1%）、「買い物や交通など便利で快適に暮らせる環境がある」が309人（回答総数の

10.9%）と続いています
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1.起業家支援や、魅力ある雇用がある

2.特色ある農畜産業が充実している

3.多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある

4.緑あふれる落ち着いた生活環境が整備されている

5.スポーツなどによる健康づくりに取り組んでいる

6.ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活が調和している）

7.若者がまちづくりに参画している

8.手ごろな価格で住宅が購入できる

9.活気あふれる中心市街地がある

10.買い物や交通など便利で快適に暮らせる環境がある

11.医療・福祉が充実している

12.充実した教育・子育て環境がある

13.地域の人々のつながりが強く安心して暮らせる

14.その他 (n=1,152 )
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市の将来像

Q29.小山市が若い世代にとって魅力的なまちになるために、重要だと思うことは何ですか。
あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 小山市内、近隣市町（栃木市、下野市、野木町、茨城県結城市）、栃木県内（小山市、栃木市、下野市、野木町以外）に居住する回答者

を中心に、「多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある」との回答が最も多い結果となっています

回答数

1.小山市内 2.近隣市町

（栃木市、下

野市、野木

町、茨城県結

城市）

3.栃木県内

（小山市、栃

木市、下野

市、野木町以

外）

4.栃木県外

（茨城県（結

城市を除く）、

群馬県、埼玉

県）

5.栃木県外

（茨城県、群

馬県、埼玉県

以外）

1.起業家支援や、魅力ある雇用がある 244 22.1% 19.8% 21.1% 22.3% 15.6%

2.特色ある農畜産業が充実している 81 8.8% 5.4% 5.9% 3.9% 11.1%

3.多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある 409 34.7% 35.1% 37.6% 32.0% 40.0%

4.緑あふれる落ち着いた生活環境が整備されている 179 16.1% 15.8% 13.2% 15.5% 24.4%

5.スポーツなどによる健康づくりに取り組んでいる 161 14.6% 18.5% 9.2% 12.6% 20.0%

6.ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活が調和している） 341 29.2% 24.3% 31.7% 37.9% 26.7%

7.若者がまちづくりに参画している 252 21.7% 21.2% 24.4% 20.4% 13.3%

8.手ごろな価格で住宅が購入できる 194 17.3% 18.0% 15.5% 17.5% 13.3%

9.活気あふれる中心市街地がある 239 21.9% 18.9% 18.5% 25.2% 22.2%

10.買い物や交通など便利で快適に暮らせる環境がある 309 26.9% 29.3% 27.4% 18.4% 28.9%

11.医療・福祉が充実している 141 13.4% 12.6% 10.2% 14.6% 6.7%

12.充実した教育・子育て環境がある 191 13.6% 18.0% 17.8% 20.4% 24.4%

13.地域の人々のつながりが強く安心して暮らせる 69 6.3% 7.2% 5.3% 4.9% 4.4%

14.その他 13 0.8% 0.9% 1.7% 1.9% 0.0%

居住地別（Q2）
(n=1,152)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市の将来像

Q29.小山市が若い世代にとって魅力的なまちになるために、重要だと思うことは何ですか。
あてはまる選択肢を３つまで選んでください。

 高校生は「多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある」との回答が36.7%で最も多い一方で、大学生は「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生

活が調和している）」との回答が35.9%で最も多い結果となっています

 その他、「買い物や交通など便利で快適に暮らせる環境がある」、「起業家支援や、魅力ある雇用がある」及び「若者がまちづくりに参画している」との

回答も多い結果となっています

回答数 1.高校生 2.大学生

1.起業家支援や、魅力ある雇用がある 244 20.1% 22.2%

2.特色ある農畜産業が充実している 81 9.4% 4.7%

3.多くの集客が見込まれる祭りなど誇れるイベントがある 409 36.7% 34.3%

4.緑あふれる落ち着いた生活環境が整備されている 179 15.9% 15.2%

5.スポーツなどによる健康づくりに取り組んでいる 161 17.3% 10.8%

6.ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活が調和している） 341 23.0% 35.9%

7.若者がまちづくりに参画している 252 20.0% 23.7%

8.手ごろな価格で住宅が購入できる 194 16.6% 17.1%

9.活気あふれる中心市街地がある 239 19.3% 22.2%

10.買い物や交通など便利で快適に暮らせる環境がある 309 26.4% 27.2%

11.医療・福祉が充実している 141 14.8% 9.8%

12.充実した教育・子育て環境がある 191 14.4% 18.6%

13.地域の人々のつながりが強く安心して暮らせる 69 6.4% 5.6%

14.その他 13 0.5% 1.7%

高校生・大学生の別（Q3）
(n=1,152)

※複数回答のため、縦の合計は100%になりません
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市の将来像（1/4）

Q30.最後に、小山市について思うことや意見があれば、自由に記入してください

 治安・交通安全に関する意見のほか、駅前のにぎわい創出に関する意見、（若者が遊べる）商業施設の充実に関する意見が多くありました

主な意見

公共交通

• ハーベスト行きのバスを増やして欲しい。小山駅周辺の活性化

• おーバスの本数をもっと増やしてほしい。

• 小山駅から小金井駅までのバスを増設して欲しいです。本数を増やせば利用客が増えると思います。

• 白鴎大学周辺の下水の臭さをどうにかして欲しい。おーバスの本数を増やしたり、もう少し遅い時間まで走っていて欲しい。

• もう少し駅前が賑わっていてほしい。

• 駅周辺をもっときれいにしてほしい

• 小山駅にもっと沢山のお店があると便利だとつくづく思う。

• 東口側に飲食店をもっと誘致してほしい。ホテルが多くてあんまりないイメージ。大学の空き時間などにお茶したりご飯食べに行けるカフェみたいなのを
もっと市内に作ってほしい。

• 駅の周りがさらに発展すると、初めて小山市に訪れた人などに良い印象を与えやすくなると思います

• 駅周辺の活気がもっとあればいいなと思う

• 住みやすいと思うが、駅前、駅ナカがしょぼすぎる。大行寺に住んでいるが、飲食店がない。カインズベイシアら辺をもっと発展させて欲しい。

• 駅の中や周辺のお店が若い人や学生の人にとって魅力的なお店がないように感じられた。駅周辺には飲食店が多いのは良いが、洋服屋や雑貨屋
などで魅力的だと感じるお店はない。

• 駅まわりにもう少しお店を増やした方がいいと思う、大きめの駅ビルか駅前にデパートなどあれば良いと思う

• 小山駅周辺に娯楽施設や飲食店が欲しい。居酒屋などはあるが学生が行きやすい店は50号の方など駅から少し遠い。娯楽施設もカラオケくらい
しかない。

駅前のにぎわい
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市の将来像（2/4）

Q30.最後に、小山市について思うことや意見があれば、自由に記入してください

治安

交通安全

• 治安を良くした方がいいと思います。建物が全体的に古かったり、空気があまり良くなかったり、清潔感が無いイメージなのでそこを改善したらもっと良
い街になると思います。

• 危険運転を減らせば良いと思う

• 治安が悪いイメージが強いため、治安改善に取り組んでほしい。

• 夜の治安が悪いと感じる。もっと若者が参加できるようなイベントがあると良い。

• 治安以外は最高の街です。

• 夜の小山駅の治安が悪い

• 古い建物や空き家も多く、駅の近くは少し怖い。

• 駅周辺しか知らないが、車の運転が荒い人が多い。スピードを出す、信号を無視する、横断歩道で止まらないなど。駅東側のローソンやミライザカに
面した交差点について、歩車分離式？のような信号をやめてほしい。待つ時間が増える上に、急いでいるときは非常に厄介で憎らしく感じる。

• 交通道路・歩道で通りやすい所と通りづらいところの差が多いため整備して欲しい もっと街灯を増やして欲しい

• “小山市は、宇都宮や埼玉圏のベッドタウンである事、公園や小中高校が多い事から子育てのし易い街である印象が強い。しかし、ベッドタウンであ
るが故か、駅前の活気がなく、郊外に分散した商業圏によって日常生活における交通便が悪い。また、国道以外の道路が狭く、準車社会であるが

交通におけるストレスが高い。駅前の活気が無い事は、大学が近接していることを活かしきれていないので、シャッター街となっている西口を再開発し

たり、アーケードを設けて北関東に展開していない外食店や小売店を先行して誘致出来れば魅力があると感じる。分散した商業圏の問題は、商業

圏まわりの交通を整える必要があると思われる。現状、周辺の道路が狭いことによる渋滞やバスの本数が少ないことによる不便さは拭えない。他に、

細かい部分で言えば、大型複合商業施設において、それぞれの店舗が独立していたり、駐車場を挟んでいたり、全体が広すぎたりと買い物をする

上で疲弊してしまう要素が見られる。幾度と用いる店舗において、億劫な部分が積み重なってしまっては子育て世帯や高齢者の使用率低下になり

得る。以上の点が小山市の問題点に思われる。一方で、新幹線の停留駅であることや、大宮や宇都宮のアクセスが良い事を活かして、外部の流

入も見込めると思うので、やはり駅前に郊外の人気店舗、特産物を纏めたり、近隣に展開していないチェーン店をいち早く誘致したりすることが早期
かつ長期的な策になるのではないか。"

• 線路沿いの道路をなおしてください

• 私の地元は福島県須賀川市で、小山市に1人暮らしをして2年目を迎えました。小山市は自然が多くいいところもあると思う反面、車がないと不便
な上、市内を走るおーばすの有料化や高速道路が整備されていないことなど、様々な不便があると感じています。特に、小山駅周辺が栄えておらず、

同じ新幹線が通る郡山駅に比べるとかなり暗めの印象があります。そもそも道がかなり混雑するのにも関わらず、車線を増やしたりするなど、全く整
備をする気がないように感じます。1車線の道が多いのにゼブラ待機できる場所が少ない上、譲り合いの精神が栃木県民は低いため、信号が全く機
能していない場所もあります。高速道路も整備されていないので、最寄りのIC(インターチェンジ)が栃木IC、佐野藤岡IC、鹿沼ICまで行かなければなら
ずかなり不便です。小山駅の中も建物自体が古いこともあり、かなり静かで盛り上がりがないように感じています。大学生活が終われば今後小山市
に住む予定はありませんが、この１つの意見が反映され、より活気ある街になることを祈念しております。
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市の将来像（3/4）

Q30.最後に、小山市について思うことや意見があれば、自由に記入してください

商業施設

• ラウンドワンを立ててください

• 遊べる場所少なすぎ

• もっと商業施設をを増やしてほしい

• もっと遊べる施設を増やして欲しい。駅に最新プリ機をおいてほしい

• もう少し若者が遊べるところが欲しいです

• もっと娯楽施設や大型イベントがあった方が良い

• もっと商業施設が増えて充実させたらいいと思う。

• 小山市にもアウトレットモールを作ってほしいです。また、小山市の自然を活かして、とても長い滑り台とかとても長いターザンロープなどといった他の県

にはない魅力的な珍しいアトラクションを作ることで、家族みんなで楽しむことができて、小山市がもっと有名になると思います。その結果、家族旅行

や観光で来るお客さんがたくさん来て、今まで通り行っているお祭りや行事などのイベントを一緒にやることで、小山市がもっともっと盛り上がると思い
ました。

• 商業施設を増やしてほしい

• ハーベストによく行っています。このような商業施設がもっとほしいです！！！

• もっと学生が遊んだり、学習できる場所を増やして欲しい。

• もう少し小山西高校の近くに学生が使える飲食店などを増やして欲しい

アクセス

利便性

• 古河市からのアクセスが良くていい

• 交通が便利！

• 高速道路のインターを作って欲しいです

• 小山市は設備が充実していて、交通の利便性が良く20年間住んでいますがとても住み心地が良い町です。これからももっとこの街がより発展して住
民全員が生活しやすい街になって欲しいと思います。

• 公共交通機関が便利な街として発信していけば、さらに電車の利用が増えて人が集まるのではないかと考える

• 駅が近く都内へのアクセスが良い

まちづくり

• 実は私、大学進学のために小山市に引っ越してきたのですが、大学3年時に宇都宮市へ引越ししました。理由は就職活動のイベントが宇都宮市で
行われること、駅前のテナントの多さに驚いたこと、市民の憩いの場としてベンチが多く設置されていることなど複数挙げられます。とにかく狭さを感じさ
せない作りでした。小山市は交通の要衝とはいえ駅前が狭く、ゆっくりできるスペースがないように感じました。

• 都市部のようになってほしい

• "なんちゃって都会感が否めない。やるならもっと大々的に都会化を進めるべきだと思う。町として何を推しているのかが見えない"
• 観光地をもっと増やして欲しい



95

市の将来像（4/4）

Q30.最後に、小山市について思うことや意見があれば、自由に記入してください

自然環境
• このまま自然豊かなままであって欲しい

• 小山市はとても暑いので市をあげて熱中症対策をしてください。できれば小山市を涼しくしてもらえると嬉しいです。

人のつながり
• 私的に小山市に住んでいる人々は皆心優しいという印象があります。このイメージを今後も持ち続けられるような市にしてほしいです。

• 地域関係がよくて素敵だと思ってます。

経済
• 難しい話ではあると思うのですが、愛知県の名古屋市のように市民税を減らし、住民を増やし、歳入を増やしてはいかがでしょうか

• 賃金少しでも上げて欲しいです。

その他

• ブレーブスに頑張ってもらいたいです

• 宇都宮市在住ですが、宇都宮と同じくらいいい街です。

• 大学進学の関係で小山市に来ましたが、住んでみてとても心地の良い市だと思っております。大学を卒業したら小山を離れ、地元に帰りますが、第
二の地元と言えるくらい愛着を持った市になり、小山に来てよかったと思っております。

• 小山高校に入学して、今まで気づけなかった小山の魅力にたくさん気づきました。

• 様々な点で生活しやすいと考えており、現在は栃木市在住だが将来的には小山市での生活を考えています。

• 私は小山市が大好きです。小山市に住む人が今後増えてくれたら嬉しいです。

• 若者がやりたいことを妨げないような街になれることを願っています。

• ハーベストウォーク大好きです。

• 今の状態がとても穏やかで適度な便利具合で素敵な地域だと思います。

• 先日小山市役所のワークショップで出た意見です。小山市にはおやまブランドという小山市の特産物を高級品として扱い、道の駅などで販売してい

るため、市外の方々には非常に興味を持っていただけると思いますが、逆に小山市民の方々にとってはあまり身近に感じないように思えます。市民の

方々がより身近に小山市の食べ物を消費できるように、ブランドとは別にもう少し安値で買いやすい商品開発を推進していただけたら、より地産地
消に近づくのではないかと思います。

• 外国人おおすぎる

• 子供が遊べるところを増やしてほしい後は大きな病院を建てて欲しい

• あまり小山市のことを知らないので、地域のイベントに参加してみようと思いました


